
な
お
、
多
く
の
地

方
議
会
と
同
様
に
、

京
都
市
会
は
会
派
制

で
運
営
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、

第
４
党
の
日
本
維
新

の
会
、
第
５
党
の
京

都
党
、
第
６
党
の
国

民
民
主
党
が
合
同
で

会
派
を
結
成
し
、
会

派
と
し
て
は
第
２
会

派
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

同
じ
政
党
の
中
に

４
月
９
日
に
行
わ
れ
た
京
都
市

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
当
選
を
果

た
し
た
19
名
の
同
志
に
よ
っ
て
、

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
を

結
成
し
ま
し
た
。（
声
明
文
を
参

照
く
だ
さ
い
）
京
都
市
会
の
構
成

は
図
の
通
り
。

そ
し
て
、
今
回
の
選
挙
で
選
ば

れ
た
67
人
の
議
員
が
、
令
和
５
年

５
月
開
会
市
会
に
お
い
て
議
論
を

交
わ
し
、
補
正
予
算
な
ど
の
市
民

生
活
を
支
え
る
重
要
議
案
な
ど
を

可
決
し
ま
し
た
。

１　中小企業等物価高騰対策支援金（追加支援）

　前回の中小企業等物価高騰対策支援金の交付決定を受けた事業者に追加支援金（法人3
万円・個人事業者2万円）の交付を行う。あわせて、前回支援金の基準日以降に開業され
た事業者等についても支援を行う。

２　京都市くらし応援給付金

　食費等の物価高騰の負担感が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対して、1世
帯あたり3万円の現金を給付する。

３　低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援給付金

　食費等の物価高騰に直面する低所得の子育て世帯を対象として、児童 1 人あたり 5
万円の給付金を支給する。

　上記をはじめ市民生活を支える補正予算、条例改正などを可決。引き続き、自民党京都市会
議員団は市民福祉の向上のために全力で頑張ってまいります。
　なお、ご不明な点等あれば、お住まいの地域の自民党議員、自民党京都市会議員団まで、お
気軽にご連絡ください。

〜　 声　明　 〜
今回の京都市議会議員一般選挙において、我が自由民主党は、結成以

来引き続き京都市会第一党の地位を確保した。
このことは、市民の自民党に対する実績の評価と熱い期待の表れであ

ると厳粛に受け止め、総力を挙げて市会で活発な議論を行い、信託に応
える決意である。

今般、同志が相寄り「自由民主党京都市会議員団」を結成した。
我々は、市政を支える責任ある市会最大会派として、その使命に徹し、

我々が愛するまち京都を将来にわたって発展させるために、財政基盤を
強化させ、少子化対策、子育て支援、市民のくらしを支えるコロナ対策・
物価高騰対策、京都の強みを生かしたまちづくりに全力を挙げて取り組
むべく、一層の奮闘を誓うものである。

今後とも我が自由民主党京都市会議員団に対する市民の皆様のより
一層のご支持ご支援を切望する。

令和５年４月30日
自由民主党京都市会議員団

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
市
政
の
運
営
に
つ
い

て
批
判
的
な
声
も
少
な
く
な
い
中

で
、
私
た
ち
自
由
民
主
党
京
都
市

会
議
員
団
は
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
京
都
市
会
の
第
一
党
、

第
一
会
派
と
し
て
、
市
民
生
活
に

し
っ
か
り
と
責
任
を
持
つ
べ
く
、

市
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ

て
参
り
ま
す
。

お
い
て
も
意
見
の
集
約
が
難
し
い

場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
複
数
の
政

党
が
合
同
で
会
派
を
構
成
す
る
と

な
る
と
、
意
思
決
定
に
困
難
を
極

め
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と

党
派
別
議
員
数

合計
67

自民党
19

共産党
14公明党

11

維新
10

京都党
 　   5

国民　3
立憲　2

民主　2 無　1

　補正予算  総
額 140億5,400万円

物価高に対応するための補正予算
自
民
党
京
都
市
会
議
員
団

Ｙｏｕ 

Ｔｕ
ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

開
設
し
ま
し
た
！

自
民
党
京
都
市
議
団
は  

市
民
生
活
に

し
っ
か
り
と
責
任
を
持
つ
!!

4月
5月

国と連携できる自民党議員団だからこそ出来た国と連携できる自民党議員団だからこそ出来た
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11
月
に
は
消
防
団
フ
ェ
ス
タ
を
、

来
年
１
月
に
は
消
防
出
初
式
を
い

ず
れ
も
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
会
を
通
し
、
消
防
団

の
勇
姿
と
魅
力
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
消
防
団
員
と
し
て
の
や
り

が
い
と
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
実
践
的
な
訓
練
等
を
拡

充
し
ま
す
。
ま
た
、
経
済
団
体
や

各
種
業
界
団
体
を
通
じ
た
入
団
協

力
の
働
き
掛
け
や
全
市
一
斉
の
入

団
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
な

ど
、
幅
広
い
世
代
へ
の
入
団
勧
奨

を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
市
バ

ス
に
つ
い
て
は
運
賃
改
定
を
見
込

ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
の
こ
と

で
す
が
、
交
通
局
が
掲
げ
て
い
る

「
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
経
営
改
善
」

と
し
て
努
力
の
余
地
は
残
さ
れ
て

お
り
、
お
客
様
の
回
復
状
況
を
見

極
め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
人
件

費
や
燃
料
費
の
高
騰
と
い
っ
た
課

題
も
抱
え
、
厳
し
い
経
営
状
況
に

あ
る
中
、
現
時
点
に
お
け
る
市
バ

ス
の
運
賃
改
定
の
必
要
性
に
係
る

市
長
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）市
バ

ス
は
地
下
鉄
と
収
支
構
造
が
異
な

り
、
国
の
財
政
支
援
の
効
果
が
限

定
的
で
あ
り
、
日
々
の
運
行
に
必

要
な
運
営
費
を
運
賃
収
入
で
賄

え
て
い
な
い
危
機
的
な
状
況
で

す
。
コ
ロ
ナ
前
に
お
い
て
も
、
４

分
の
１
の
黒
字
路
線
が
４
分
の
３

の
赤
字
路
線
を
支
え
る
仕
組
み
で

あ
り
、
運
賃
改
定
を
見
込
ま
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
中
、
徹
底

し
た
経
営
改
善
の
取
組
を
行
っ
て

お
り
、
利
用
状
況
に
見
合
っ

た
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
で
約

30
億
円
の
経
費
を
削
減
し
、

引
き
続
き
更
な
る
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
後
の

お
客
様
の
動
向
や
収
支
状
況

を
見
定
め
つ
つ
、
引
き
続
き

運
賃
改
定
は
「
最
後
の
手

段
」
と
の
認
識
の
下
、
全
庁

一
丸
で
な
り
ふ
り
構
わ
ず
あ

ら
ゆ
る
経
営
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。

消
防
団
員
の
確
保
へ

さ
ら
な
る
発
信
強
化

■
橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）

地
域
防
災
の
中
核
を
担
う
消

防
団
員
の
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
今
年
は
４
年
ぶ

り
に
消
防
団
総
合
査
閲
が
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
消
防
団
活
動
も
コ
ロ

ナ
禍
前
に
戻
り
ま
し
た
。
少
子
高

齢
化
や
若
者
の
地
域
活
動
離
れ
等

様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
消
防
団
員
の
確
保

と
消
防
団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
ま

す
か
。

■
坂
越
健
一
副
市
長
（
答
弁
）
消

防
団
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
、

各
行
政
区
で
消
防
団
総
合
査
閲

が
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
の
い
き

い
き
と
し
た
力
強
い
姿
が
地
域
の

皆
様
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
６
月

に
は
京
都
市
消
防
団
総
合
査
閲
を
、

■
寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
平
成

20
年
２
月
市
会
の
代
表
質
疑
で
、

自
治
会
の
加
入
率
向
上
が
地
域
に

と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
条
例
制
定

の
必
要
性
を
提
言
し
、
平
成
23
年

９
月
市
会
で
条
例
が
提
案
さ
れ
可

決
。
施
行
後
10
年
以
上
経
ち
ま
し

た
が
、
こ
の
間
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
多
く
の

地
域
行
事
が
中
止
と
な
り
、
担
い

手
の
高
齢
化
等
課
題
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

年
間
約
6
0
0
件
の
相
談
に
対
応

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
限
10
万
円
の

助
成
や
、
ス
マ
ホ
講
座
や
自
治
会

館
w
i
─
f
i
整
備
助
成
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い

る
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

各
種
団
体
や
、
町
内
会
、
自
治
会

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
や

広
報
が
、
今
こ
そ
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
人

口
減
少
対
策
推
進
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
を
立
ち
上
げ
、
全
庁
を
挙
げ

て
推
進
し
、
地
域
の
絆
を
深
め
、

皆
が
愛
着
を
持
ち
、「
京
都
に
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

森
林
こ
そ

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

新
た
な
森
林
整
備

の
仕
組
を

■
寺
田
一
博
議
員
（
質

問
）
本
市
の
面
積
の
約

４
分
の
３
が
森
林
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
か
ね

て
よ
り
森
林
政
策
の

成
功
が
本
市
の
発
展

に
つ
な
が
る
と
提
言

し
て
き
ま
し
た
。
木
の

文
化
・
森
林
政
策
監
の
ポ
ス
ト
が

新
設
さ
れ
、
以
前
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
多
く
の
施
策
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

森
林
政
策
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で

も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
森
林

政
策
に
高
い
関
心
を
お
持
ち
で
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
森
づ

く
り
の
助
言
、
誘
導
を
行
う
京
都

市
版
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
や
人

工
林
を
天
然
林
に
転
換
す
る
新
た

な
森
林
整
備
の
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
森
林
政

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
育
の
質
の
向
上
へ

制
度
の
早
期
検
証
を

■
寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
京
都

市
は
国
基
準
以
上
の
施
策
が
少
な

く
な
く
、
保
育
環
境
の
充
実
が
図

ら
れ
、
民
間
保
育
園
等
へ
の
人
件

費
補
助
に
係
る
制
度
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
新
制
度
で
１
年
間
を
通

し
て
、
現
場
の
実
態
を
早
急
に
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
修
正
が
必
要
な

部
分
は
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
見

直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
各
園

や
関
係
団
体
か
ら
、
修
繕
等
の
備

え
に
対
す
る
不
安
や
１
歳
児
加
配

の
更
な
る
充
実
に
対
す
る
要
望
等

の
お
声
も
頂
い
て
い
ま
す
。
各
園

の
実
態
等
を
検
証
し
て
、
保
育
の

質
の
向
上
に
向
け
、
各
園
が
よ

り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ

う
、
事
務
費
等
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
補
助
等
、
必
要
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

自
治
会
加
入
率
向
上
の
一
助
に

1  門川市長４期目の総仕上げに向けた決意について

2 市バスの運賃改定について

3 上下水道事業の経営について

4 消防団の加入促進について

5 水防団の加入促進について（要望）

⃝橋村芳和議員の質問項目⃝

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

橋
村
芳
和 

議
員

⃝

伏
見
区

４
年
ぶ
り
の
消
防
団
総
合
査
閲

1   地域コミュニティ活性化について
  （健康寿命の延伸について）

2   森林政策と脱炭素先行地域の取組について

3   子育て支援策について
  （各施設への支援と公園を子育て拠点にす

る考え方）

⃝寺田一博議員の質問項目⃝

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
（
市
内
５
か
所
）
仁
和
公
園

寺
田
一
博 

議
員

⃝

上
京
区

な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
経
営
改
善
を

コ
ロ
ナ
後
の
乗
客
数
・
収
支
状
況
よ
く
見
極
め
て

市
バ
ス
の
運
賃
改
定
は
最
後
の
手
段
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こ
の
度
、
令
和
５
年
定
例

会
５
月
開
会
市
会
に
お
き
ま

し
て
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

京
都
市
会
の
第
86
代
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

円
滑
な
議
会
運
営
を
心
掛

け
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

暮
ら
し
を
し
っ
か
り
と
守
り
抜
き
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い
て
、

社
会
経
済
活
動
を
回
復
し
て
い
く

た
め
、
議
長
と
し
て
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
京
都
市
会
と
し
て
、

一
人
一
人
の
議
員
が
、
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
や
政
策

提
案
・
立
案
機
能
な
ど
、
議
会
の

権
能
を
よ
り
一
層
発
揮
し
、
同
時

や
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ
っ

て
、
一
層
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
市
民
の
皆
様
の
い
の
ち
と

に
、
市
民
に
と
っ
て
一
番
身

近
な
議
会
で
あ
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。
市
民
目
線
で
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
情
報
発
信

し
、「
見
え
る
市
会
」「
伝
わ

る
市
会
」
の
更
な
る
実
現
に

向
け
て
、
も
と
よ
り
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治

の
伸
展
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
議

会
づ
く
り
に
専
心
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

文
化
・
森
林
政
策
監
の
ポ
ス
ト
が

新
設
さ
れ
、
以
前
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
多
く
の
施
策
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

森
林
政
策
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で

も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
森
林

政
策
に
高
い
関
心
を
お
持
ち
で
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
森
づ

く
り
の
助
言
、
誘
導
を
行
う
京
都

市
版
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
や
人

工
林
を
天
然
林
に
転
換
す
る
新
た

な
森
林
整
備
の
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
森
林
政

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
育
の
質
の
向
上
へ

制
度
の
早
期
検
証
を

■
寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
京
都

市
は
国
基
準
以
上
の
施
策
が
少
な

く
な
く
、
保
育
環
境
の
充
実
が
図

ら
れ
、
民
間
保
育
園
等
へ
の
人
件

費
補
助
に
係
る
制
度
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
新
制
度
で
１
年
間
を
通

し
て
、
現
場
の
実
態
を
早
急
に
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
修
正
が
必
要
な

部
分
は
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
見

直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
各
園

や
関
係
団
体
か
ら
、
修
繕
等
の
備

え
に
対
す
る
不
安
や
１
歳
児
加
配

の
更
な
る
充
実
に
対
す
る
要
望
等

の
お
声
も
頂
い
て
い
ま
す
。
各
園

の
実
態
等
を
検
証
し
て
、
保
育
の

質
の
向
上
に
向
け
、
各
園
が
よ

り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ

う
、
事
務
費
等
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
補
助
等
、
必
要
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
問
）

市
民
の
働
く
場
所
の
創
出
と
企
業

立
地
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
や

全
市
挙
げ
て
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
創
出
に
向
け

た
「
京
都
サ
ウ
ス
ベ
ク
ト
ル
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
継
続
努
力
と
と

も
に
、
何
よ
り
若
者
世
帯
等
の
市

外
流
出
や
地
価
高
騰
に
よ
る
家
賃

等
の
抑
制
と
市
内
へ
の
移
住
促
進

等
に
お
け
る
創
造
的
都
市
政
策
の

具
体
的
な
取
組
は
？ 

そ
し
て
高

層
化
等
も
予
想
さ
れ
る
民
間
建
造

物
や
設
備
も
で
き
る
限
り
市
内
地

域
企
業
が
受
注
で
き
る
促
進
策
を
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
若
者･

子
育
て
世
帯
を
呼
び
込
む
洛
西
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
手

が
届
き
や
す
い
既
存
住
宅
の
流
通

･

活
用
促
進
、
市
営
住
宅
を
民
間

に
て
改
修
し
貸
し
出
す
全
国
初
の

取
組
に
着
手
し
ま
す
。
都
市
計
画

の
見
直
し
に
伴
う
開
発
で
も
、
で

き
る
限
り
市
内
事
業
者
へ
の
発
注

を
呼
び
掛
け
、
周
知
啓
発
や
理
解

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
庁
移
転
の
大
き
な
目
的

文
化
・
芸
術
で
経
済
活
性

市
民
の
目
に
見
え
る
結
果
を

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
問
）

東
京
一
極
集
中
の
打
破
と
地
方
創

生
の
た
め
の
「
省
庁
の
移
転
」
は

日
本
の
た
め
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
、
ま
ず
先
陣
の
京
都
が
し
っ
か

り
と
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い

か
な
る
施
策
展
開
で
こ
の
責
任
を

全
う
し
て
い
く
か
。
そ
し
て
こ
れ

ま
で
の
文
化･

芸
術
の
「
保
守
保

存
」
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
は

「
産
業
化
と
経
済
活
性
」
で
人･

仕

事･

モ
ノ･

そ
し
て
「
現
象
」
の
好

循
環
が
必
要
。
新
文
化
庁･

京
都

の
ス
タ
ー
ト
に
て
考
え
は
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
文
化

芸
術
が
人･

モ
ノ･

コ
ト
を
惹
き

つ
け
る
観
光
や
経
済
を
発
展
さ
せ
、

全
庁
横
断
的
な
「
文
化
庁
連
携
推

進
チ
ー
ム
」
を
新
た
に
設
置
し
て
、

京
都
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
地
方
創

生
を
推
進
。
全
国
の
モ
デ
ル
と
な

る
成
果
を
実
現
・
発
信
し
、「
文
化

首
都
」
の
責
務
を
果
た
し
ま
す
。

西
大
路
駅
南
側
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

新
南
区
庁
舎･

塔
南
高
跡
地

■
し
ま
も
と
京
司
議
員
（
質
問
）

Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

目
標
の
半
ば
で
あ
っ
た
北
側
新
駅

舎
が
整
備
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本

来
目
的
の
南
側
旧
駅
舎
や
新
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
等
の
構
想･

調
査･

検

討
に
入
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
市

の
見
解
を
。
継
続
要
望
し
て
い
る

区
役
所
庁
舎
新
整
備
と
塔
南
高
校

跡
地
の
文
化
的
活
用
も
引
き
続
き

着
実
な
検
討
を
願
い
ま
す
。

■
坂
越
健
一
副
市
長
（
答
弁
）
当

該
駅
舎
は
新
幹
線
の
高
架
が
駅
を

跨
ぐ
構
造
的
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、

乗
降
客
の
流
動
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
南
側
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

も
駅
前
整
備
検
討
推
進
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
し
っ
か
り
連
携
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

常 任 委 員 会 市会運営 
委員会

特 別 委 員 会
総務消防 環境福祉 文教はぐくみ まちづくり 産業交通水道 予算　　決算

委 員 長 田中たかのり 森田　　守 寺田　一博 みちはた弘之
副委員長 さくらい泰広 椋田　隆知 井上よしひろ ①平山たかお ② ③しまもと京司

自 民 党

橋村　芳和 津田　大三 富　きくお 繁　　隆夫 山本　恵一 寺田　一博 橋村　芳和 富　きくお 山本　恵一
下村あきら 西村　義直 寺田　一博 しまもと京司 田中　明秀 田中　明秀 津田　大三 繁　　隆夫 田中　明秀
田中たかのり さくらい泰広 椋田　隆知 井上よしひろ 森田　　守 しまもと京司 西村　義直 寺田　一博 しまもと京司
平山たかお みちはた弘之 谷口みゆき 山本しゅうじ みちはた弘之 下村あきら 椋田　隆知 森田　　守

 井上よしひろ さくらい泰広 みちはた弘之 井上よしひろ
田中たかのり 谷口みゆき 山本しゅうじ
平山たかお

※市会運営委員会の寺田一博、田中明秀は理事
※予算決算特別委員会の副委員長欄の〇内数字は文科会

■
自
民
党
議
員
団
の
所
属
委
員
会

■議　　長　西村　義直
■監査委員　山本　恵一
■関西広域連合議会議員　椋田　隆知
■京都府後期高齢者医療広域連合議会議員　下村　あきら
■人権擁護委員　平山　たかお・谷口　みゆき
■都市計画審議会委員　椋田　隆知・みちはた　弘之
　　　　　　　　　　　田中　たかのり・井上　よしひろ

■団　長　橋村　芳和
■副団長　田中　たかのり
■政策委員長　 森田　守

市政のリーダーシップ 自民党市会議員団

今
春
京
都
に
移
転
し
た
新･

文
化
庁

1   文化庁京都移転での真の目的と市民効果のための取組について
2   新･都市計画で「住みやすさ」実効的推進と、市内経済循環について
3   市内公共的「物流」業の社会的重要性と難局課題への取組について
4   デジタル庁クラウド移行事業と標準化やチャットGPT等の考えについて
5   ＪR西大路駅･北口完成を受け、次期･南側のバリアフリー化等について
6   南区役所新庁舎の着実整備と塔南高校跡地の文化的活用について（要望）

⃝しまもと京司議員の質問項目⃝

暮
ら
し
や
す
さ
と
経
済
好
循
環

高
さ
規
制
緩
和
で
住
み
や
す
く
／
民
間
建
造
に
も
市
内
企
業
を

新･
都
市
計
画
で
職
と
住
、
近
接

し
ま
も
と
京
司 

議
員

⃝

南
区 【

代
表
質
問
】
５
月
開
会
市
会
（
５
月
26
日
）

第
86
代
京
都
市
会
議
長

西
村
　
義
直

西村議長西村議長
挨拶挨拶

令和5年6月18日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第79号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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皆さん皆さんのの

ご意見・ご
要望

ご意見・ご
要望をを

お寄せ下さ
い

お寄せ下さ
い

〒604-8571 京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
 jimin3@nifty.com FAX.257-3091

今
任
期
に

か
け
る
思
い

　

と
き
は
今
、
改
革
か
ら
創

成
へ
！
７
期
28
年
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
も
、
過
去

の
延
長
線
上
で
は
な
い
挑
戦

の
気
概
で
！
伏
見
区
の
発
展

な
く
し
て
京
都
市
の
躍
進
な

し
！
企
業
立
地
促
進
で
活
力

を
！

橋
村
　
芳
和

伏見区

　

前
任
期
後
半
２
年
間
議
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
間
文
化
庁
も
移
転
し
ま

し
た
。
京
都
人
の
矜
持
を

も
っ
て
日
本
文
化
の
継
承
・

発
展
・
発
信
と
京
都
市
内
の

均
衡
あ
る
発
展
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

田
中
　
明
秀

西京区

　

多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
有
効

活
用
し
、「
声
を
か
た
ち
に
」

実
感
頂
け
る
政
治
を
目
指
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、「
正

し
い
情
報
」
を
み
な
さ
ん
と

共
有
し
て
参
り
ま
す
。

田
中
た
か
の
り

右京区

　

京
都
市
財
政
を
立
て
直
す

た
め
、
徹
底
的
に
あ
ら
ゆ
る

議
論
・
提
案
を
す
る
所
存
。

「
所
得
の
向
上
こ
そ
福
祉
の

充
実
」
に
繋
が
る
と
の
確
信

の
下
、
積
極
的
な
財
政
出
動

を
伴
う
施
策
を
構
築
し
、
新

し
い
未
来
を
創
る
。

平
山
た
か
お

東山区

　

京
都
市
は
、
行
財
政
改
革

に
よ
り
財
政
難
克
服
の
道
筋

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
日
本
に
と
っ
て

最
大
の
課
題
で
あ
る
「
少
子

化
・
人
口
減
少
」
の
流
れ
を

大
き
く
変
え
る
た
め
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

森
田
　
　
守

右京区

　
「
子
宝
社
会
の
推
進
」「
豊

か
な
長
寿
社
会
の
保
障
」「
地

元
の
魅
力
の
拡
大
」「
安
心
安

全
社
会
の
向
上
」
に
向
け
て
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
住

み
、
働
き
、
産
み
、
学
び
た

い
を
思
え
る
街
づ
く
り
に
邁

進
し
ま
す
。 み

ち
は
た
弘
之

伏見区

　

厳
し
い
社
会
経
済
状
況
が

見
込
ま
れ
る
中
で
す
が
、
安

心
安
全
を
最
優
先
に
市
民
生

活
が
停
滞
す
る
事
の
無
い
よ

う
全
て
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
引
き
続
き
努
め
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

西
村
　
義
直

西京区

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
、
安
ら

か
に
住
み
続
け
ら
れ
る
施
策

の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
、

ハ
ッ
キ
リ
発
言！
し
っ
か
り

仕
事！
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
元

気
で
優
し
い
ひ
と
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
投
球
で

働
い
て
参
り
ま
す
。

椋
田
　
隆
知

南区

　

市
民
の
皆
さ
ん
お
一
人
お

一
人
の
お
声
を
大
切
に
、
そ

の
想
い
や
願
い
が
反
映
さ
れ

る
市
政
の
実
現
。
大
切
な
お

子
さ
ん
を
ど
真
ん
中
に
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

さ
く
ら
い
泰
広

左京区

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

育
む
教
育
環
境
整
備
、
誰
も

が
健
康
で
長
生
き
で
き
る
福

祉
と
生
涯
学
習
の
充
実
、
防

災
・
減
災
対
策
を
強
化
し
安

心
安
全
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
北

区
・
京
都
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

谷
口
み
ゆ
き

北区

　

貴
重
な
議
席
の
重
み
と
責

任
を
胸
に
刻
み
、
皆
さ
ま
か

ら
の
信
託
に
応
え
る
べ
く
、

誠
実
な
活
動
に
努
め
ま
す
。

地
域
の
声
を
京
都
市
政
に
届

け
、
さ
ら
に
誇
り
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

山
本
し
ゅ
う
じ

山科区

またきち
（京都市会マスコット
　　　　キャラクター）

　

今
、
そ
し
て
将
来
の
市
民

生
活
を
守
り
抜
く
こ
と
が
最

大
の
責
務
。
よ
り
一
層
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
、
温
も

り
・
活
力
溢
れ
る
北
区
・
京

都
市
の
た
め
、「
郷
土
の
力
に

な
り
た
い
！
」
の
精
神
で
全

身
全
霊
、
務
め
て
い
き
ま
す
。

山
本
　
恵
一

北区

　

言
う
だ
け
で
な
く
市
民
福

祉
向
上
に
つ
な
が
る
政
策
を

実
現
で
き
た
の
は
皆
さ
ま

の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
今
任
期
も
今
ま
で
以
上

に
「
政
策
実
現
力
」
を
発
揮

し
て
見
え
る
仕
事
を
増
や
せ

る
様
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

寺
田
　
一
博

上京区

　

22
年
振
り
の
収
支
均
衡
、

コ
ロ
ナ
の
終
息
、
物
価
高
騰

な
ど
、
今
が
一
番
厳
し
く
大

き
な
転
換
期
。「
チ
ー
プ
な

改
革
」
で
は
な
く
、
京
都
経

済
を
下
支
え
し
、
賃
金
の
上

昇
や
、
将
来
に
夢
が
持
て
る

「
真
の
改
革
」を
目
指
し
ま
す
。

津
田
　
大
三

中京区

　

直
面
す
る
深
刻
な
少
子
化
。

政
府
も
子
ど
も
家
庭
庁
が
少

子
化
対
策
を
本
格
始
動
！
京

都
市
も
子
育
て
世
代
の
流
出

が
進
行
し
、
今
後
、
子
育
て
支

援
強
化
と
若
年
層
流
出
対
策

は
喫
緊
の
課
題
。そ
の
解
決
に

向
け
全
力
で
取
り
組
む
。

富
　
き
く
お

山科区

　

人
口
流
出
は
喫
緊
の
課

題
。
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
整
備
や
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
な
ど
若
い
世
代

の
移
住
、
定
住
に
結
び
付
く

地
域
企
業
の
雇
用
機
会
創

出
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

繁
　
　
隆
夫

伏見区

　

防
災
・
減
災
対
策
や
子
育

て
環
境
の
充
実
な
ど
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
歴
史
と
文
化
の
ま
ち

「
京
都
」
を
将
来
に
わ
た
っ
て

発
展
さ
せ
る
よ
う
し
っ
か
り

取
り
組
み
ま
す
。

井
上
よ
し
ひ
ろ

右京区

　

若
者
・
子
育
て
世
代
の
移

住
・
定
住
の
促
進
、
学
習
塾
や

習
い
事
等
の
学
校
外
で
の
教
育

サ
ー
ビ
ス
の
創
設
や
身
近
な
公

園
へ
の
健
康
遊
具
の
設
置
等
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
、
幅
広
い

世
代
の
人
が
生
き
々
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
。

下
村
あ
き
ら

下京区

　

議
員
活
動
15
年
の
節
目
を

３
年
後
に
控
え
、
一
貫
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
京
都
経
済

の
活
性
化
や
中
小
企
業
支
援

と
都
市
計
画
・
機
能
・
基
盤

イ
ン
フ
ラ
等
の
更
な
る
進
化

に
よ
る
市
民
生
活
と
福
祉
の

向
上
に
全
力
投
球
！

し
ま
も
と
京
司

南区

自由民主党
京都市会議員団に
聞きました

令和5年6月18日自由民主党京都市会議員団ニュース第79号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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